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道 l

I 研究の立場

[ 1 研究の歩み

平成15年から平成17年まで 「心の葛藤を乗り越える楽しさや喜びを味わう道徳授業の

創造」の研究主題を設定し，研究実践を積み重ねてきた。その中で， Iどのように自己を
見つめ，自己に問いかけて価値観を身に付けたかJというプロセスを重視し，心の葛藤へ
の共感を中心として授業創造を行ってきた。

しかし，子どもたちが道徳の時間に学ぶことを，自分のこととして受け止めて意欲的に

学ぶ姿が表われたかという視点で見るとまだ改善の余地があるととらえた。そこで，子ど

もたちがこれからの自分の生き方に自信と夢や希望をもてるような学びがいのある授業を

目指し，平成18年度から「よりよい生き方を学び続ける道徳授業の創造jという研究主題

を設定し実践に取り組んできた。

私たちは，これまでの 2年間の研究で，目指す子どもの姿，そして目指す子どもの姿を

具現化するための学習内容設定の研究を進めてきた。

l年次は，内容項目「尊敬・感謝jの学習において， iよりよい生き方を目指す意欲・

態度Ji自己の見つめ方 自己への問いかけ方Ji生き方を支える知識・理解Jの三つの培
う力の発揮の様子から 目指す子どもの姿や授業像を明らかにした。

o rよりよい生き方を目指す意欲・態度」とは， よりよく生き
たいという腿齢、の実現に向けて自分の力で積極的に自他
に働きかけていこうとする心の働きであり 2 人として生き
る喜びゃ道徳的問題の解決にイ、ドう喜びと楽しさを求めて
いこうとする心の傾向性である。

o r自己の見つめ方，自己への問いかけ方」とは，これまで
の自分の体験場面における内面を類推したり， 主人公の立

場に自分を置き換えたりして，自己を深く見つめ， 自分自
身に繰り返し閉し、かける思考 ・判断の仕方である。

o r生き方を支える知識・理解」とは，よ りよい生き方を目指
す 上で自党しておきたい自己 ・他者 ・自然 ・社会の構造の

在り方 (弱さ・意義 ・'L咋涛え)についての見方 ・考え方 ・
感じ方である

【図 1 目指す子どもの姿と授業像】

2年次は，内容項目「自然愛，動植物愛護JI誠実・明朗jの学習において， 子どもの
学びの分析から培う力を明らかにした学習内容の在り方を明らかにしてきた。この学習内

容を，見方・考え方-感じ方の深まりや広がりを実感する学習内容とし， 基本的な学習内

容に，具体的な形 (行為)に表す学習内容， 同内容項目における全ての授業とのつながり

を実感することができる学習内容等を付加してきた。その結果，子どもたちは，これまで

の自分の見方・考え方・感じ方が，学習を通して深ま ったり広がったりしていくことを実

感しながら学び続けることができるようになってきた。
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(2 本年度研究の方向
道徳の時間における学びは 一人一人の生活から始まり 一人一人の生活へと返ってい

くものである O その聞に，多様な見方・考え方・感じ方からの学びがあって，よりよい生

き方を学ぶことになり そこによさを感じてこそ 自分の生き方をよりよいものにしてい

こうとする意欲が高まるものである D

これまでの授業実践を振り返ってみると，子どもたちは， 三つの培う力を発揮し，見方・

考え方 ・感じ方を深めたり広げたりしている O しかし 見方 -考え方-感じ方を深めたり

広げたりしただけで満足し，自分の生き方をよりよいものにしていこうとしているかとい

う視点からみるとその姿は十分ではないと感じている D また，継続研究であることから，

実践していない内容項目についても学習内容の設定をしてい くことや指導方法も充実させ

ていくことも必要であるととらえている O

以上のことから，私たちは， 三つの培う力をさ らに発揮させるためには，よ りよく生き

る意欲を高めることが大切であると考えた。そして，そのためには 道徳の時間の学びの

よさを実感させなければならないととらえた。なぜなら， 学びのよさを実感させることを

通して，子どもたちが，道徳の時間に学ぶことをもっと自分のこととしてとらえ，生き方

について考え，よりよく生きょうとする意欲を高めることにつながる と考えたからである O

さらに，平成20年に答申として出された新学習指導要領の考え方も踏まえて，授業はど

うあればよいかを改めて見直してみたD 新学習指導要領では，道徳の時間は，自己の生き

方及びその基盤となる道徳的価値観の形成を図る指導を徹底すること，形骸化された授業

だけにとどまらず，より効果的な指導を行うために多様な指導方法を実践していくことな

どが大切だとされている O このように新学習指導要領の考え方からも，授業を充実させて

いくためには，学習内容を見直し，指導方法を充実させていく必要があるといえる O

これらの考えを基に，私たちは，授業を見直し，子どもに学びのよさを実感させ，自分

の生き方をよりよいものにしていきたいという意欲を高めていくような授業創造に取り組

むことが大切であると考ぇ 以下のテーマを設定し研究を進めていくことにしたD

よりよい生き方を学び続ける道徳授業の創造皿

~学びのよさを実感し，よりよく生きる意欲を高める学習指導~

また，本校は表 1が示すように，内容項目の特性の分析から内容項目分類表を設定して

いる D 研究領域としての絞り込みについては，この分類表を生かして行ってきた。

本研究の l年次には 「主に価値の自覚を図る項目」の中から 他者とのかかわ りに関

する内容項目「尊敬・感謝」を， 2年次には，

「主に問題意識をもたせ価値の自覚を図る項 j表--研究l制り誌l直圏直掴 直z・・
目」の中から，自己とのかかわりに関する内容

項目「誠実・明朗」 対自然・崇高なものとのか I 4つの

かわりに関する内容項目「自然愛，動植物愛護JI対自己
に絞り込み研究に取り組んできた。本年度は 1.... 叫

この領域表の中でまだ実践していない「主に真. 1い円一 |礼儀など

善 ・美を感覚的にとらえる項目」の中から，集

団 -社会とのかかわりに関する内容項目「郷土

愛jに焦点化していくことにした。

王に問員自意識をも l主に真・普・l
i |主に価値の自

たせ，価値の自覚 |美を!感覚的に |
1 1覚を図る項目

を図る項目 |とらえる項目 |

誠実・明朗，節度・ |¥¥ |向上心，個性
節制，自立など | ¥¥ |の伸長

創意 ・進取

.. 敬・感謝

対自然・崇l自然愛，動植物愛|生命尊重
高なもの |護 1敬けん

|役割と責任の自覚対集団・社|
ム |公徳心，規則の尊
耳 i重など
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H 本年度の研究内容

[1 学びのよさを実感するとは
道徳的価値に対する見方 ・考え方 ・感じ方への子どもたちの学びは，分かつていること

からスタートする O 例えば 「思いやり ・親切」が大切なことを，生き方を支える知識・

理解として子どもたちは分かつているのである O しかし 「大切なのはどうしてか」という

聞いに対して，一人一人の見方-考え方-感じ方は，同じであったり違ったりしていること

に気付く O この気付きが子どもの問題意識へとつながり これまでの体験と重ねたり関

係付けたりしながら，道徳的価値への見方 -考え方 -感じ方を深めたり広げたりしていく O

この気付きは，自分以外との学びの中で得られるものである O そして，その学びが， 自

分の生き方と関係していることやこれからの自分の生き方をよりよいものにすると希望を

もてることで，学びのよさを実感することになる。

子どもたちは，学びのよさの実感を 資料とのかかわり，友達とのかかわり，教師との

かかわりの中で感じながら 自分の学びをつくっていく のである O

こ
れ
ま
で
の
体
験
か
ら
な
る

見
方
・
考
え
方
・
感
、羊
刀

Ol~ 今吋付かなかったこ吋
| 付いTニ。
101ぎくだけじゃなくて，友達も同じな
んだ。
O あのときのぽくに必要な考え方
は，これだったんだ。

O これからの生活に生かしていけ
るといいな。

。 自分を分かる，感じる。

。 自分以外を分かる，感じる。

。道徳的価値のよさを分かる，感じる。

【図 2 自分の学びのよさを実感していく過程】

学びのよさを実感するとは，自分の生き方に必要なこととして問題を見付け，自分なり

の考えをもち，お互いの考えを大切にした学びの中で 見方-考え方-感じ方の深まりや

広がりを実感し，これからの自分の生き方とのかかわりを自覚することである O

(2 学びのよさを実感し，よりよく生きる意欲を高める学習指導とは

子どもたちは，三つの培う力 (P123図l参照)を発揮させるために，道徳的価値に対

する見方 ・考え方・感じ方を深めたり広げたりし，学んだ見方等に照らして自分を見つめ

ることで，よ りよく生きる意欲を高めていく O よりよく生きる意欲を高めるためには，学

習内容が子どもたちにとって，生き方を考える上で価値あるものでなければならない。そ

して学ぶ価値を感じさせるためには 子どもたちに「自分の生き方とつながりがある。」

という感覚(必要感)や「これからの生き方をよりよいものにしていくきっかけとなる。J
という感覚(有用感)を感じさせることが大切である と考えた。

また，学習内容をよりよく学び取らせていくには，子どもたちの学びを充実させていか

なければならない。そのために，教師は，子どもの学習活動や場等を工夫し，より有効な

指導方法を設定していく必要がある O さらに 子どもの学びを充実させていくために設定

した学習活動や場等が，子どもたちにとって意味あるものでなければならないと考える O

そこで，意味あるものにするためには， 子どもたちが， rぼくも同じだ。Jr確かにそうだ。J
と受け止め合う感覚(受容感)， r気付いたよ。Jrもっと話し合いたい。」という感覚(効
力感)を基に設定する指導方法が大切である と考えた。

また， 学びは子どもたちのものであることから，子どもたち自身にも，学びを常に振り

返る力を身に付けさせ，高めていくことも必要であると考える O
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学びのよさを実感し，よりよく生きる意欲を高める学習指導とは， 目指す子どもの姿

を表出させるために，次の二つの観点から学習内容と指導方法を設定し授業を行っていく

ことであると設定した。

① 自分の生き方と関係付ける必要感を感じているか，これから目指したい生き方を支

える有用感を感じているかという視点から見直した学習内容

② 学習内容を学び取らせるために，学びの中でお互いの見方・考え方・感じ方を受け

止め合うことに喜びを感じる受容感，生き方を支える見方等を深めたり広げたりでき

る効力感を感じているかという視点から設定する指導方法

22 

【図3 学びのよさを実感し，よりよく生きる意欲を高める学習指導】

[3 学びのよさを実感し，よりよく生きる意欲を高める学習指導の具体化
(1) 学びのよさを実感し よりよく生きる意欲を高める学習内容

これまでの研究で明らかにしてき

た，見方・考え方 -感じ方の深まり

や広がりを実感する学習内容の考え

方を生かし，子どもたちが自分たち

が学ぶ内容をどのように感じている

か検討し，設定した。

まず，子どもたちが，内容項目の

価値に対して，どのように弱さ，意

義，心構えを感じているかを調査す

るO 調査結果を分析し，強く感じる 【図4 本研究における学習内容設定の考え方】

弱さと意識されていない意義，心構えを明らかにし，基本的な学習内容における重点

として設定する O

次に，三つ培う力の発揮の状況をこれまでの実践から分析する O そこで，十分に発

揮されていない培う力を明らかにし その力を発揮させるための学習内容を設定する D

さらに，その両面から設定された学習内容に対して， 自分の生き方と関係付ける必

要感，これからの生き方を支えるための有用感を，子どもたちがどのように感じてい

るか分析し，その感覚をよりよく感じさせことができる学習内容としていく O

また，このような学習内容を設定することで，子どもたちは道徳的価値に対する見

方等が深まったり広がったりしたことを実感することになり，新学習指導要領の改善

の方向として重視する 「道徳的価値観の形成を確かに図る」ことにもつながると考えるO

[~~さ ・ 意義 ・ 心情え】 を踏まえた学習内容

基本的な学習内容 三つの培う力との関連性

。自分の生き方と関係付ける必要感。これからの自分の生き方を支える有用感
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(2) 学びのよさを実感し，よりよく生きる意欲を高める指導方法

子どもの学びを想定するとき，子どもが学習内容をどのように学び，資料，友達にど

のようなかかわりをしていけばよいかを検討することが大切である O そして，実際に授

業中に見られる子どもの学ぶ姿に対して， 評価しながら具体的に働きかけていかなけれ

ばならない。

また，子ども に働きかける際に，子どもができたかできないかで評価して働きかける

のではなく ，共感的にその状態を見取り，働きかけることが大切である O しかし，共感

的な見取りを重視するあまり，子どもだけに学びを任せてしま っては，ねらいに迫るこ

とができない。そこで教師は，時として積極的に働きかけることも必要である C その時

は，子どもの意識に合わせて多様な働きかけをもって気付かせていく姿勢も大切にする D

このような考えを基に教師が子どもに働きかけることによって，r自分の考えも，友達
の考えにも，人の生き方を考える上でいいところがあるなあ」という受容感や「自分の

これからの生き方に生かしていこうJという効力感を感じながら，よりよく生きる意欲
を高め学び続けることができる O

つまり， 子どもに学びのよさを実感させ，よりよく生きる意欲を高めるためには，学

習内容のよさを実感させることはもちろんのこと， 自分の見方・考え方・感じ方が何と

のかかわりの中で深まったり広がったりしたかを，教師の共感的な見取りの下で，子ど

もたちに学びのよさとして感じさせる指導方法が必要となる O

以上述べてきた学びのよさを実感 【表2 指導方法の基本的な考え方】

し，よりよく生きる意欲を高める指

導方法を具体化するための表2に示

すように視点を設定し指導方法の基

本的な考え方と した。

さらに，基本的な考え方を授業に

生かす内容としていくために，目指

す子どもの姿と照らし合わせて指導

方法の要件を以下のように設定した O

【表3 指導方法の要件と基本的な指導方法の構想】

指導方法の視点 視点の基本的な考え方

学習過程
これまでの自分の生き方とこれからの自分の生き方と

のつながりを重視した過程

学習活動
道徳的価値に対する見方・考え方 ・感じ方を，深めた

り広げたりすることができる活動

学習形態 自分なりの問題を基に，弱さ，意義，心構えを考え，

学習の場 話し合うことができる形態・場

線眼刷i捌1ft
学びに共感しながら，道徳的価値のもつよさに気付か

せるような，待つ，問う方向付ける働きかけ

評価方法
子どもの姿を共感的に見取り，よりよく生きる意欲を

高めてい〈と期待できる姿としてとらえていく方法

|指導方法の要岨 |却制抑 制噌 抑制 圃量 . 閉園~;曹制す 価，a掬~nよ吋さとt圃m舵L帥剖予白よく幡量的創

O 子どもたちの生
ノ慨ー助トE俗E軒的事の内前務方を1ドEや織4さ喝せi 事前淘 ド.t.のノ-f-t2λし一ている.
てさせる. 事前調査や事前>-ドを見てい岳.歴ま事内 必質感 考佃障えについて鼻置させる. 尭費しようとしている.

き方すべてを受容 学のでに冒 z ーて睦考車置えとさそせのる内.面を振り返らせ・盤提を基に学習問題を立てていι
できる。

ト座童体験対す もの自分を考の考ええさせの但る.担になった，.・完ヲ走ークLよシーうとトにし書ていこιうとレている.

O 子どもの意識(体 ei i i 
験の内容との関連) 受容o!!

と学びのつながり
有用感

O 
↓ 効カ列島

を明らかにできる。
O 学びのよさとし 持ける
て感じることがで 凶きる感覚を明らか 主人訟が文切にレ足量抽5.. 寄えが泊".，疋..自ー『自自lI舞撮l他踊り『返や自程り1 眼とその 面白 -方窓餅織に自捕分つさでせのい舎る見てた.方。考Z・えE考aと・え方感じ具A体修的め掛な形{行行泌Alをに表つ現いしてよう&してい弘よう
にしよりよく生き

8"の主活の@にも鍾渇人衡と悶""舟ちにiIB さそせのる組.処 具体的な 吋6:還に伝え とLをτいる. なコ疋ζとが.，る瑠. 具体的な形(行為} 受容感 さ体せ的るな.躍 .-，トトを書こう>L<いるる
る意欲を高めるこ

ま 翼聞にどう叩よいの田弘 Iト自1ワークシート 有用感 JlWW.WI行為}の担也事官月調査や事前カードを見ている 白舗ぬ略国"，.渓できそう疋ぞ !I自司自IlftlI-BI 効カ"になワーっtクシbーのをトや考SえE奮させを過る.し鼻事聾前調しよ査やう事k前し方ていーるド真を書理のこ 証書町内
柏っぱり自封の書量で~"コEんだ. 構迫化された軍曹の内容 有飽J惑 て自分の学自分んできた渇担金 書を1にの納得自分な'の考え AうE見としている.

とができる。 きこEのぞ困.堅持冨レ疋ことからa宮疋智え"'''がって 意障害せ.なりのまとめ 自分 で古る考えを意瞳してまとめようとをさせる. しτいる.
O 共感的な見取り とれがらちっと聖えてお足いな. I 自自『→自B1I知欄助聞資や料経殴とその内面の 見つニれめ，まてで.のこれ自分かのら生のき自分方のを自具E曇体的しなよ生ー活とのc<瞳いEEで.の自分の~を考土畠こ kちっと00な自甘であり疋いな. 醤り返り 受有容用nnea 生き方~"えさせる. ができている.
を踏まえ，ねらいに 且 自分の主活仁主".レてh疋いな. [自司自11他ー自l (自己繍な助評ど資G}E料活を提動(}示厨 字んだこ"自分町考孟のつながりを!置して

事
構造化された証書の内容 ヨ隣カ" 記ー心的/ー 畳表左車しよ内顧うをと且しAてEいがるら.盛衰を聞いている.

迫ることができる。
I自ー白11自→他11他「自I 切実感ト し.実鴎倉欲自分の考えの極拠となるもの 有艇j感を高めさせる. 友自遣卦的の亮考雲止を監友置遣きなに伝がえら闘よいうτtいしてる.いる.友遣の考えの値拠となったもの自分<1<遣の考えの異同
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そして私たちは，子どもたちが学びのよさを実感する場面は，資料を通した話し合い活

動に多く見られることから，話し合い活動への教師の具体的な働きかけ等を指導方法設定

の重点とした。

授業において子どもたちは，自分の道徳的価値に対する見方 -考え方 ・感じ方を深めた

り広げたりするために，資料中の主人公の弱さや迷い，それらを乗り越える意義 ・心構え

に共感したり疑問をも ったりする D そこで教師は，子どもの意識を大切にするために指導

方法を工夫していく D 私たちは，ねらいとする内容をしっかりと踏まえ，子どもたちが学

びのよさを実感しながら学習内容を学び取ることができるようにするために，発達特性も

踏まえて実践を通して以下のような指導方法を設定した。

O 一人一人に，主人公の生き方の中で，重点的に考

えたい場面を選択させ，短冊カードに気持ちゃ理由

などを書き込ませ，教室前面の黒板へ掲示していく。

O 短冊カードを教師が紹介し気付いたことや感想，

質問などを全体で話し合うことで，見方・考え方・

感じ方を深めたり，広げたりしていく 。

O 主人公の生き方の中で，重点的に考えたい場面を

選択し場面ごとに短冊カードを掲示する小黒板を

用意し，グループで話し合う活動を設定する。

O グループの話し合いを大切にしながら，教師は積
極的に問いかけたり問い返したりし子どもたちの

見方・考え方・感じ方を深めたり広げたりしていく。

道一6
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O 中学年同様，重点的に考えたい場面ごとに，グルー
プで話し合う活動を設定する。
O 子どもたち同士が，観点(対白対他，対集団・
社会)を基に話し合い，比べたり関係付けたりしな
がら見方・考え方・感じ方を深めたり広げたりし
ていく。
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また，先に述べたように，学びは子どもたちのものであることから，子どもたちに自分

たちの学びに対する自己評価と相互評価を充実させていくことも大切だと考えている O

私たちは，以下のように自己評価，相互評価の視点を設定した。そして，発達特性に応

じて子どもたちにも示して，評価できるようにしていきたいと考えた。

自己評価・相互評価を充実させるための具体的視点】 【子どもの自己評価の例】

具体的視点の内容 111持，/"畑仕d・喝絹九心盈i明日

O 見方・考え方・感じ方の共通点や差異点を明らかにできる。 11嶋11ほl品;:主主孟:β1?九宅ヲ司i副|出b陰?三持長蒸訳7計:選?註i 
O 自分仰の見財方.考え訪方.感恥じ方加の深綜まり仲や広Mカがtり崎をを，ι生き訪方と摘関係鮒付け問見朔明 1||j;芳愛掻)i主|修序 ト弓警叡y:i誇; 
できる 111ゐ / i~i 喧刊 / 蹄 1 

O 自分と自分以外の見方・考え方・感じ方によさを見つけることができる。 111!¥J教 I1市議帥;
O 自分の学びを振り返り，見方考え方感じ方の深まりゃ広がりの過程をた 11日.完治11誇:長官諮
どることができる。 111 配'ベ!号 11 -tι:人附民兵j

このように， 見方・考え方・感じ方の深まりや広がりがどんな学びをしたから得られた

のかを振り返ることで，子どもたちは，意欲的によりよい生き方とは何かを学び続けるこ

とができることになる O さらに，そのような学びのよさを感じることで，これからの生き

方をよりよいものにしていこうとする意欲が高まることになる O このような活動を繰り返

していくことにより，よりよく生きる意欲はさらに高ま っていくと考える。

一128-

【表4



道一 7

E 授業プラン例
(傭岬隼 f艇量』←悶 主齢 rふるさとの色I)I:J 糊名『取を守るおじい審制停船 ) 

1 ねらい
ア 「郷土愛」にかかわる自分自身の生き方を見つめ，自分自身のもつ心の葛藤を乗り越えて，ふるさと
のものに親しみ，積極的にかかわろうとする気持ちを高めることができる。

イ 「郷土愛」にかかわる見方・考え方 ・感じ方を，自 らの体験場面での内面と関係付けながら考えるこ

とができる。

ウ 無関心や怠惰な感情，外への欲求などの心の弱さから，ふるさとのものを大切にできないことがあるこ

とに気付くとともに，ふるさとのものを大切にするための意義・£構えの大切さを理解することができる。

2 学習内容の設定

【」れまでの実践における子どもたちの状況】。「郷土愛」にかかわる知識・理解も十分もっておらず， 実際の生活とのかかわりもあま
りないところで認識している。。「見つめ方 ・問し、かけ方」がよりよく発揮されていない。 伴蔀塘見直し制蹄となる!翻

自己の内面はよく見つめているが，友達や周りの人の考えを意識した広がりのある 「見 《必要感》
つめ方 ・問いかけ方」を行ってはいない。 ふるさとのものに対

((r郷土愛」にかかわる基本的な学習内容》 <<~音う力との関連性を踏まえた学習内容} してあまり意識して

①鹿足島守樹られてしも祭り併干事 O ふるさとのものへの見方などを，自 生活していない自分

対象 ②胞暗崎産品 分の生活とのかかわりや友達の意見
に気付くことで，ふる

③胞暗に古くからあとd瑚ザょ工品 との比較の中で深めたり広げたりす
さとのものへのかか

①これからも紛すたり，残したりしたいと思う。 ることができる学習内容
わり方について，もっ

②これまて粉7られたり，残されてし削してい --c:> 
と考えて生活するこ

感じ方の傾向 ることがすこZ、と思う。
とを大切にしたいと

③自仰住んでいる酬明暗のょいところ
事前カード‘によって振り返る。 いう感覚

がわかとL 学ひも合いを通して追発する。 《有用感》

①興味を感じてい初旬たとき 学んだことを実際の生活とのかか 資料や友達とのかか

~~さ ②めんどうなとき わりの中でとらえる。 わりを通して，ふるさ

③列Hこしたいことがあったとき とのものを大切にす

①f掘甘こ参加したり，防]したりする。 こι崩参加しだあ望書り
ることにかかわる意

強く感じる ②こ刷、らも大切議けたり，残したりしたしL 義や心構え，心の弱さ

音義 もの ③文化や儲舶なものに里!味をもちよさに合、
もぼくι潤の自慢にしだ について，これまで感

て考えとL

明 -aじていなかったもの

槽JえL、 ①翻したり，協力はりは後放持ちを考え込 にでさることは伺かな? に気付いたり ，自分の

意識されて ②守ったり，紛穴きたりげこ人の耕ちを考え込 これからの生活の中

いないもの ③これまて紛7られできたり，残されてきたりし で生かせる ことに気

」一一一一一一一ー
た理由を考える 付いたりする感覚

3 指導方法の設定
(1) 視点と具体的な方策

学習過程

必要惑を感じて設定した自分なりの
陪題を， 受室惑や効力感をもって考え
させ，自分。埠 んどことに有用客を感
じることができるようにする。
そ叫残柔肋:tJ:官報巌塁を考え 「さ
ぐるJi函連こE献をま来、た倫却となる
ようにする。

場の設定

l ホ7イト枠ド l 

学習活動

友達との話し合いを通して郷

土愛|にかかわる自分の見方などを

深めたり広げたりさせる。

そ叫駒ζ 茄童ととも同百し合う

活動を重視い 受容惑特b力感をと
もなった自分なりの考えをまとめ

ていけるようにする。

学習形態

必要感や有用感を付対ヨ惑じさせ

るために値l人で考えることに草長
を加、た鵬程と，受容感付加感を

感じさせる。
そ叫期こ，友週司二l二で減1し合い

に:m，~を持、た形態を， ，自立泊"J乙設
定する。

具体的な働きかけ

友達との話し合七、を通して，ふるさ
とのものへの見方な回線まったり広
がったりし 学んだこと4 靖用劃E

感じられるようlごする。
そ叫摘ζ 話し合七'<7JI欄を朽汎こ
倒某し見取りを畠ζ 閉し古屋し明習
し可制大方向付けをするなと樹画~
にhかわっていくようにする。

子どもの見取り

必要惑をもって事淀した自分なりの
問題を考えてU、く中で， 受容感や効力
感を感じさせ，郎拭単んだことに有

用惑を感じさせる。
そ叫閉ζ悲淀した子どもの姿と照
らし合わせ，その姿を共醐切こ見取
り ，望~;:J;C;;じて期守をもってカかわる
ようにする。

(2) 資料について

資料のあらすじ

鹿児島尉麹|問で，建溜後l∞年以上治経つ坦艇も使枕lて "
いる対糊動駅にィ恥て，自主ヨ均調~r;芳設怒輔i:ã:おこなってし 'IL )
るおじいさんとのカ司かわりを通して，主人公のよLおが，ふるさヂ V 

とのものを大切にオることに叫、て考えるとし、う資料である。

資料のもつ価値
駅を守ることがふるさとのものを大切にする，愛するとし、う
ことではなく，おじいさんがこれまでの生活の中でふるさとに
感じるようになった愛着やほこりとしりたものが，駅を守ると
いう行為の中に発露されていることとし、うことを踏まえる。
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ちて ， 徐綴珍崎長_rき支
はい t つ明岨，1)' れど
ど る み私一周躍 k:i正
E うと， ，----; ープー .I に P'" 

民雪ちtb、観| だき 11 詰里会宍持 | しむ I ~tl ・のさ記252Pの弘容lzJ i|詩53225fZlZ2lfZ長十主治宝 LjiL1ZY ぞ .C主 | の 7: ， | ξ 年定 f とほ~.!?主 | る吾 :1 走空宮 aDf1 E主
主設72長2V|だ品 :1討し:ふと息鰐管|の持tlblふ官長告 Z
AZii fR在512Ei|退場料lFi121F1
53 議持I~ り 11 君 2 群雲 l 三 1 1 22?5

・--- -ー・・圃圃・・・ー ー・--'・ー・・・同開・ーー-- - _ .. -- ~ - - - --圃圃圃幽・・・『・
;lうれしい楽しい : :IJ-i-Md:施日使うものだ ] 4るさとの自慢輔がある・11
1 I おじいさんの気持!====M みんT羽生泊二欠かせない~. ， I寸ふるさとのものを大切にする 1 11 1 ;1ふるさとのものを大切にしたい1. ~ .. _! 

l ↓ |ちを大1こ山、 川 fH"-_'_' ， * ~附読し雄つま附けを低 ! 
i|伽こも大切にできるものがあるかもしれなし¥ふるさとのものをもっと財になる ふるさとのものへのほこり |i 

育問 効力感摺惑 i 育用感刻閃感感感 i 有用感刻力感強感 | 必要!惑

学習活動 .，ffL."'''''I'''' '" I:.L ....._ ..L ~ LL  執加よさを難しよりよく生き捷純勘ていくと輸でき好ど初漆
教師の働きかけ <. 内容と深く村わる姿， '" 学問諜く村わる努

伐さFは自己開出・相互評価にかかわる部分)
[自分の1コでの粂まり判印刷 般の唆!JbI冨望。
・事前カードの内容を見ながら考えてしも。.事前カードにP憾と闘系する写
真弓者湾などを貼り付けている。・自分の経験やそのときのc.<t青とこうありた

い企願う自分との矛盾から学習問題を考えている。V事前力一トt乃内容を基に
学習問題を設定している。V自分の学習問題について根拠を明確に説明して

いる。 など

[友達等とのかかわりの苧での祭まり切手がり](5習忍脳宙望P
.友達の事前カードを見たり，見せ合ったりしている。 .長遠の発表をうな

づきながら聞いてしも。V自分とあ童との考えの比較から学習問題を考えて

いる。 など

[自分の中での梁まりて切功め](刻力感有用酌

・事前カードの内容を振り返っている。 .1以たような経験を振り返って考え
ようとしている。.自分が主人公と同じ立場ならどのように考えるカ想定し

ながら自分の考えをまとめてしも。・もししな方、ったらどうなるかと隠B均こ
考えようとしている。 .自分の考えを具榊甘な形府為)で表そうとしている。

・自分の感じた価直やL精えをどのような場面で生かせそうか発表しようと
している。 ・これまで啓じていなかった意義~，N構えについて発表している。
・これからの自分のありたい姿について説明している。V自分征洋習陪翼霊法解

決することができる追究場面を選んで七、る。V積闘力lこ自分の意見を発表しよ

うとしている。V自分の考えの根拠を明確にして発表しようとしている。V自

分の意見を修正したり，変更したりした根拠を明確に説明しようとしている。

V自分の術専できない恨拠を抑留こして質問している。V自分なりの学習陪噛
を意識してまとめようとしている。 など

院選議とのカのわりの苧てうの宋まりや在百り] @習~~町議有用齢
・友達と事前カードの内容を見せ合っている。・長遣の発表をくし、、るように

見ている。 ・友達の発表をうなづきながら聞いている。 ・自分由主品将尋できる考

えに賛同してしも。・友達手り考えに術専できなし、ような劃情をしてb、る。V自

分の考えを友溜こわかりやすく翻月しようとしてしも。V友道担発表をメモし

ている。V自分の考えと友達の考えを比較しようとしている。V友達の意見な

どを自分なりにぬ類しながら考えようとしている。V友達の発表に対して質問

をしている。V同じ考えをもっている友達に対してヰ尉処を質問してし、る。V友

達の意見について自分古漁祈専できる根拠を明確にしている。V自分の考えにつ
いて友達に愈見を求めている。v自分と友達の意見との遣し可ここだわって考え
ようとしている。Vお垂の意見創聞いて，自分の意見を修正したり，変更した

りしている。V別伺酔詩釦、を聞き，自分¢考えをまとめようとしてしもo

v似ている考え同士をつなげようとしている。 V友達と話合いながら黒板に貼
られた内容を楠動iこまとめようとしている。V選択した場面グJLr-アでの話
合いのl喝容とff!lO)グJLrーアで話し合才オ1た!大溶とを比較したり。関係付けて考

えたりしようとしている。V自分と友達の考えの違いの原因について諦月しよ

うとしている。 など

[自分(]):j::Jでの祭まりて短刀り]佼肋感有用曜日

.考え的諜前とどのように変わったか，根拠を明確にしながら発表してい

る。・生活場面を具体的にイメージして，自分が今後どのように慢したいか

説明している。・自分や友達の考えのよさについて栂拠を明確にして説明し

ている。V綬業のどこを振り返ったのかなどl 自分の仮り返ったものを明確

にしながら自分の考えを述げくようとして

-
自
分
に
も
積
俸
的
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る。

-{弐
J

て
い
る
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
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る
さ
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の
こ
と
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も
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好
き
に
な
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(3) 要件を基にした指導方法の構想

{まとめの場面。((グループゆ

有用感

事前カードを基に郷土自|・ 前もって把握しておいた事前カードの内容

にかかわる自分が感じてしも側 を基に意図的指名を行う。

イ直を振り返る。 1・ 発表の根拠になったことについて問い返し

これまで叫識とそのときの心| たり，そのことについて他の子どもに切り返

情の矛盾から自分なりに必要山 したりする。

の感じられる学習問題を設定す・ 経験やそのときの心情を振り返らせる。

る。 1・ 「郷土愛Jにかかわる今の自分の感じ方を
意識させるようにする。

資料「駅を守るおじいさんJI・ 資料一読後の感想や白分なりの学習問題を
を読んで，よしおの言動や心lふまえて，自分の考えていきたい場面を選択
情，よしおの心情の変化につい| させる。

て感想をもっ。 1・ 同じ考えをもっているもの同士に，その根

自分なりの学習問題をふまえ| 拠となったものについて話し合わせる。

て，自分の考えてし、きたし場 面|・ 似ている考えや対立する意見につして，な

を蹴尺する。 1 ぜ似ているのか，なぜ対立しているのか考え

よしおの心の弱さや迷い，お| させる。

じいさんの手伝いをしている|・ 発表した子どもに対して，考えの根拠を明

場面での心の背景や気付いた| 確にさせるような問い返しを行う。

意義・心情えについて話し合う。11帥らいへとつ.tJiJ<る考えを引き出すためl寸
友達との話し合いを通して，11・ 発表に対する子どもたちの表情に留意
ふるさとのものに対する自分11 し，班の話し合いの肉容を深めたり広げ

の見方・考え方 ・感じ方を深め11 たりするきっかけをつくる。

たり広げたりする。 11・ 発表者A→発表者B-発表者Aの幌枕Lを大
自分の考えの根拠とな111 切し互いに受容感や効力感を感じながら路
るものへの振り返り 111 合いを行うことができるようにカ川内わる。
自分の考えと友達の意111・ 一つの意見をグループ全体に広げ，そ
見との比較 111 の背策となった気持ちについて問い返
自分の考えと友達の意111し，様々な考えを引き出すようにする。
見との関係付け 111 

I11・ もし自分が釜場人物の立場ならどうか

11 考えさせたり.そう考える栂鎚について

問い返したりする。

子どもたちが板書したものを並べて，比較

や関係付けを意織的に行うように促すよう

にする。

子どもたちの発表内容を比較させたり，関

係付けたりしながら，板舎を構造化し郷

土愛Jの意義や心構えに対する気付きを促す
ようにする。

事前カードキ学習の振り返りを通して，自分

なりの考えをまとめ，発表させる。

自分がどのような学ひ坊をし，どのようなこ

とを学んだの泊吃意識させるようにする。

子どもたちが学んだことを科賛するとともに，

学ひ坊につb、ても税賛するようにす五

自分の考えの根拠となったものを明確に欝龍

させるようにする。

自分のこれからの姿について，より具榊カな

釘舌の場面をイメージさせるようにする。

子どもたちの表情を見取り，その表情iこ何ら
カの即志を返してあげるようにする。

よしおの生き方を振り返り，

自分の考えと友遠の考えを見

比べて，感じたことぞ考えた

ことを発表し合う。

ハUつd
唱
E
A

学習したことを振り返り，

ふるさとのものに対してどん

な気持ちヰ考えをもつことが

大切か，自分なりの考えをま

とめる。

「郷土愛Jにかかわる写真

を見る。
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授業の実際4 

よしおの立場になって考え，発表

している。

同じような気持ちになっtdi密検を
基にして発表している。

よしおが犬切にした気持ちゃ考え

を，根拠をもってワーク、ンートに書

いたり，発表したりしている。

友達の意見を，領し、たり，賠習を

感じたりしながら闘し、てしも。

たくさんの意見の異なる友達と対

話活動を行っているo

友達の意見について， 自分カミ車断尋

できるものを発表している。 卜 それぞれの班で話し合われたことを
. お暫);昔、見と自分η意見を比べて， 1 基に関係付けを行い，ふるさとのもの
似ているところや奨なるところを発| を大切に守ってきた人の気持ちを考え

表している。 1 ることやふるさとのものにほこりをも

つことが，ふるさとをもっと好きにな

ることにつながることに気付カ沿せる。

学習問題に対する自分なりのまと|・ 軒可カードの内容キ学習を振り替えら

めをしている。 Iせ，自分がどのような学びをし，どのよ
学習を通して考えてきたことを基| うな考えになったかを考えさせるo

にまとめをしている。 ト 実際の生活の場面で，ふるさとのも
具備拘な生活の場面を想定して考| のにどのように接していきたいと考え

え，書いたり発表したりしている。 Iるようになったかを考えさせる。
それぞれの写真を食い入るように1・ ふるさとのものを写した写真をスラ

見つめている。 1 イドにして見せる。

朝市の具体的な働きかけ

事前カードに書いている内容と，実

際に大切に守られているふるさとのも

のを示されたときの心情との矛盾か

ら，自分なりの問題を設定させる。

1 事前アンケートにおいて自分の強く感じている見Jj-考え|・ 事前カードの内容について詳しく

方 ・感じ方を基に，ふるさとのものについて考えていきたし、| 角材1ながら説明している。

問題に気づく。 1- 自分なりの学習問題を立ててしも。

| ふるさとのもの附して山鮪問え昨こ 11 自分の批判噛の慨は
とが大切だろう。 11 ったことを翻身している。

2 資料慨を守るおじし、さん」を読んで郷::lj愛」にかかわ

る生き方について話し合う。

主な学習活動過程

事前カー ドの内容をふまえて，設定

した自分の問題をどの場面を通して考

えていきたし、制翠択させる。

ふるさとのものを大切にしたいと

いう考えが，どのような思いの基に

出てくるのか考えさせる。

O 自分の経験とそのときの心情の
想起から

O よu♂)lA脊や心情~釘じを過して
O 自分の考えと友達の意見との比
較や関係付けを通して

[おじし、さんの手伝し、をして
いるときのよしおの気持ち]
。 ぼくも駅のためになるこ
とがてできてうれし凡
。~のように犬切にしたい
ふるさとのもの治判にもあ
るかもしれjよしL
。駅のことがもっと好きに
なった

めんどうだ
L怠惰な感愉

州こしたし、ことカ2ある
tタト---.q激 求)

I心の弱さl
あまり興味がない

傑関.C:、)

[意義1ふるさとのもののよさがわかる→誇り山惑じる→受け船、
だ人たちもうれしい→大切にしていこうとする気持ちが高
まる→ふるさとのものをもっと好きになる。

l，c:構え] 税闘力に参加する，受け継ぎ守ってきた人の気持ちを考
える，自分たちの生活の中て受け継がれ裁ってきた意味や
理由を考える，自分にとってのよさを考える，自分にでき
ることを考ーえる など

3 学習したことを振り返り，ふるさとのものに対して，どん

な気持ちそ堵えをもつことが大切か，自分なりの考えをまと

める。

「郷土愛」にカ功ミわる写真を見る。
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。
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。
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【子どもたちの話し合いの場面における指導例】

AくんやBく1Ud.:.これ
までの経験からCさんの
考えがよくわ力もんだね。

Aくんは愛着力漕じ否原
因lま伺力唱えただ札それ
について.，cさんはどう思
う力な。

お互いに追究したことを遇して気伺い

だことはないかな

A Cさんがいうように，今まで使ってきたものは.
うと思つでもなかなか鎗てられなかったりするよね。
B ぼくも経験があるよ。
A でちどうして愛着を感じるのかな。

;。 自分の考えの根拠を明確にしながら，話合いに積極的:
1 にかかわろうとする子どもロ 1 

:@ 友だちの考えl端極的に質問をし，納得していこうと 1

1 する子どもの J 

ふるさとのものだから。

↓ 

愛着がある。

ふるさとの自慢え

みんなのためになるものだ
Cは自分の考えに対してABが共感してくれたことで，またAとBは同じ考えを共有できたこ
とで，それぞれ受容感を感じることができる。
Aは愛着を感じる原因を考えたことに対して耕耐功、かわったことで，自分の学び方に効力感
を感じることができる。

DEFは他の疑問を考え山せ7こことで，自分たちの学び方に効力感を感じることができる。
耕耐;DEFの考えのよさを認めてあげることで.DEFは自分たちが学んだことに有用感を感
じることができる。
調市が，他。エ考え方ハの閉し、返し発問をし，グノト プ全体の学び合いを活問じすることで，グル
ープ全体が学的ハ-<7h:IJ力感を感じることができる。

:@他の友だちの話合いに興味をもち，自分も積値的にl
l かかわっていこうとする子ども。
;。他の友たちの話合いを背後見しつつ，自分なりに考えを深l
l め，例尋していこうとする子ども。

ふるさとのものを

大切にしたい

こA広気持ちを大切
にすると，ふるさとの

ものに対して，どιは
うに慢することがで

きそうかな。

Hさんはお以パさんとよ
レおたちとでは伺か気持
ちが遣うように感じてい
るんだね。lさんも何力考
え力濁りそうだね。
Jさh.J.隣¢話合いに何
かヒント力胃りそうかな。
男てきてもいしlよ。

ふるさとのものを大切

にすることにほこりを感

じる。

自分もみんなの役に立っているのがうれしい。
駅がだんだんきれいになっていくのが楽しい。
おじいさんはどんな気持ちで駅をきれいにして
いるのだろう。

G おじいさんちよしおだちと同じ気f寺ちなんじゃなし
かな。
H そうかな払制eI:伺力濯うように感じる。
I (2人説舌合いをじっと聞いている。)
J 備αvllの話合いをちらちら男ている。)
~- @発表されている内容同士を囲んだりしながら結び.:
( つけて考えようとする子ども。
@ 自分の考えと他の班が話し合っている内容とのか !
; かわりを感じて聞きに行く子ども。 I

GとT-Tは互いに考えの違いを話し合うことで，自分の学びj'jへの効力感や自分の学んだことへ
の有用感を!'iL~じる こ とができる。
Iの学び方を認めつつ，発表へと誘うことでは自分の学び方への効力感や他からの受容
感を感じることができる。
Jの学び方を認めることで. Jは自分の学び方の効力感や学んだことへの有用感を感じること
ができる。

っLつd1よ
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N 研究の成果と課題

これまで 「よりよい生き方を学び続ける道徳授業の創造」の研究主題の下，2年次サブ

テーマ 「見方 -考え方 -感じ方の深まりや広がりを実感する学習内容の設定J，3年次サブ
テーマ 「学びのよさを実感し よりよく生きる意欲を高める学習指導」を設定し，実践を

通して研究を進めてきた。その結果 次のような成果と課題が明らかになった。

[1 研究の成果

o 1年次，内容項目「尊敬・感謝」の授業実践を基に，Iより よい
生き方を目指す意欲・態度」が発揮される様子から，I自己の見つ
め方，自己への問いかけ方」のかかわり， I生き方を支える知識・
理解jのかかわりを探り より よい生き方を学び続ける子どもの

姿を設定することができた。目指す子どもの姿が表れる ような授

業を実践することにより ，子どもたちは，道徳の時間に学ぶことを，自分とのかかわり

としてとらえ，自他共によりよい生き方を学び続ける姿が見られた。

o 2年次，内容項目 「自然愛，動植物愛護JI誠実・明朗」の授業
実践を基に，培う力との関連性を踏まえた学習内容として以下の

ようなものを設定することができた。

-自分なりの問題を基に，追究し続けることができる学習内容

.見方 ・考え方 -感じ方の根拠を考える学習内容

-具体的な形(行為)に表す学習内容

-同内容項目における前授業とのつながりを実感することができる学習内容

.自分の変容を意識できる学習内容

これらの学習内容を基に授業を実践することで，子どもたちは，道徳的価値に対する

見方 -考え方 ・感じ方の深まりや広がりを実感することができる ようになった。

o 3年次，学びのよさを実感し，より よく意欲を高めるための学習指導の具体化に取り
組み，学習内容の見直しゃ指導方法の要件を設定し，指導方法の工夫 ・改善を行い，授

業プランを作成することができた。研究を具体化する授業実践を行う中で子どもたちが，

学びのよさを実感し よりよく生きる意欲を高めながら よりよい生き方を学び続けるこ

とへ意欲的に取り組むようになった。

12 研究の課題
O これまで研究してきた内容の妥当性をさらに実践 検証していくとともに，新学習指

導要領に示された内容と関連を図りながら，授業を具体化していく 必要がある O

O 子どもたちが意欲的に学び続けられる ように 同テーマによる複数時間の取り扱いの

授業などさ らに授業改善をしていく 必要がある O

O 体験における子どもたちの意識の連続性や地域 家庭との連携を踏まえて指導計画を
見直し，授業プランとして充実させていく 必要がある O
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